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Zoom参加方法

１）　インストールしたZoomのアイコンをダブルクリックで起動します。

２）　[参加]　又は　[ミーテングに参加]　をクリックします。



３）　ミーティングＩＤ、参加名を入れて、[参加]　をクリックします。

お知らせしているミーティングＩＤ
数字11桁

お名前を入力
（会社名できれば入力して下さい、任意です）
例　カルテック小林
※お名前はZoom参加者全員が
参照できます。

お名前（会社名）



４）　ミーティングパスコードを入力して、[ミーティング参加]をクリックします。

お知らせしているミーティングパスコード
数字6桁

５）　事前登録メールアドレスを入力して、[ミーティング参加]をクリックします。

事前登録したメールアドレスを入力
お忘れでも,ご存知のメールアドレスを入力し
次画面で再登録で参加できます



※お忘れ、又は事前登録していない場合
下記の画面が表示されます　必須項目を入力してミーティング参加が進行中を押して下さい

暫くすると、Zoomミーティング会場へ入場できます

　　その後、以下の画面が表示された場合、マイク、スピーカーの検出エラーです
　　コンピュータオーディオのテストをして下さい。
　　エラーでも（マイク、スピーカーが無い等）そのままビデオ会議を見ることはできます



６）　Ｚｏｏｍ会場に入ると会話はミュート（相手に聞こえない）、ビデオはオフになっています。
　　 必要であればミュート解除、ビデオをオンしてください

↑クリックでＯＮＯＦＦ 反応に挙手
無い場合は参加者の一番下

会議中に質問の時間を持ちます。
質問があれば、反応又参加者の手を上げるで手を上げてください
司会者がご指名しますので
手を下ろし、ミュート解除して、ご発言下さい

７） 会議終了
画面右下の退出で会議会場を退出します
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すけるＴＯＮ Ver4.3 Ｖ4.3追加項目 ハイブリッド構法

５－７【配置入力②】

・コン止めを設定します。 ［コン止め無し］ ［コン止め有り］

コマンド：［ハイブリッド］－［配置］－［コン止め］

［３Ｄ表示］

クリック
コン止め
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すけるＴＯＮ Ver4.3 Ｖ4.3追加項目 ハイブリッド構法

５－８【配置入力③】

・ハイブリッド構法の仕口部の跳出し梁（片持ち梁）を
　配置します。

［配置前］ ［配置後］
コマンド：［ハイブリッド］－［配置］－［梁取合い調整］

［配置前］ ［配置後］

②クリック

①配置する梁を選択します。
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すけるＴＯＮ Ver4.3 Ｖ4.3追加項目 ハイブリッド構法

５－９【配置入力④】

・個別でウェブ補強ＰＬを配置します。 ［配置前］ ［配置後］

コマンド：［ハイブリッド］－［ウェブ補強］－［個別配置］

［梁部品図］

ウェブ補強ＰＬ

ウェブ補強ＰＬ

①クリック

②ＰＬの有無、ＰＬ厚、
方向を設定します。
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すけるＴＯＮ Ver4.3 Ｖ4.3追加項目 ハイブリッド構法

５－１０【配置入力⑤】

・ウェブ補強ＰＬを一括で配置します。

コマンド：［ハイブリッド］－［ウェブ補強］－［一括配置］

①クリック

②［ウェブ補強ＰＬ方向］
を選択します。

③ＰＬ厚を選択します。
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すけるＴＯＮ Ver4.3 Ｖ4.3追加項目 ハイブリッド構法

５－１１【配置入力⑥】

・個別でウェブ補強ＰＬのクリアランス、出幅を設定します。

コマンド：［ハイブリッド］－［ウェブ補強］－［ＰＬクリア］

①クリック

②各クリアランスを設
定します。

上フランジクリア

下フランジクリア

ウェブクリア

ウェブ突出出幅
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すけるＴＯＮ Ver4.3 Ｖ4.3追加項目 ハイブリッド構法

５－１２【配置入力⑦】

・塞ぎ板に取付くのデッキ受けを配置します。 ［配置前］ ［配置後］

コマンド：［ハイブリッド］－［デッキ受け］－［取付配置］

［３Ｄ表示］

②取付線をクリック

※コマンド選択後に、デッキ受け取付
位置に線が表示されます。

①デッキ受け材を選択します。
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すけるＴＯＮ Ver4.3 Ｖ4.3追加項目 ハイブリッド構法

５－１３【配置入力⑧】

・個別で塞ぎ板に取付くデッキ受けのクリアランス
　を設定します。

コマンド：［ハイブリッド］－［デッキ受け］－［個別補正］

②デッキ受けをクリック

①各クリアランスを
設定します。
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すけるＴＯＮ Ver4.3 Ｖ4.3追加項目 ハイブリッド構法

５－１４【積算仕様】

・見積内訳書でＲＣデッキの重量を、本体、付帯に計上できます。

・［積算仕様］－［本体計上］－［ＲＣデッキ受け］
・［積算仕様］－［付帯計上］－［ＲＣデッキ受け］

［見積内訳書］
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すけるＴＯＮ Ver4.3 Ｖ4.3追加項目 ハイブリッド構法

115：［塞ぎ板］
５－１５【溶接仕様】 116：［塞ぎ板と梁］

・ハイブリッド関連の溶接の集計に対応しました。

117：［塞ぎ板　コン止め］ 118：［塞ぎ板ＲＣデッキ受けＰＬ］

113：［ハイブリッド仕口　ウェブ補強］ 119：［塞ぎ板　ＲＣデッキ受けＬ］
114：［ハイブリッド仕口　ウェブ補強ＰＬ出］
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６－１【３Ｄ金物】モデル作成

・３Ｄ画面でＰＣファスナーなど、の金物を自由に
作成できます。

コマンド：［メンテナンス］－［金物］

すけるＴＯＮ Ver4.3 Ｖ4.3追加項目 ３Ｄ金物

①［３Ｄモデル］-［新規］ボタンを押します。

②［３Ｄ金物入力画面］に移り、３Ｄで
金物 を作成できます。
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すけるＴＯＮ Ver4.3 Ｖ4.3追加項目 ３Ｄ金物

６－２【３Ｄ金物】金物を配置

・登録した３Ｄ金物を［配置入力］で配置します。

コマンド：［金物/ＰＬ］－［個別金物］－［配置］

［配置後］（配置入力画面）

①配置する金物を選択します。

②柱、梁の端部を指示します。

③部材端部からの、移動量やレベ
ル、回転量などを入力します。
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すけるＴＯＮ Ver4.3 Ｖ4.3追加項目 ３Ｄ金物

６－３【例】胴縁受け材、Ｔ型プレートを３Ｄ金物を使用して配置 [配置入力画面] コマンド：[金物]－[個別金物]－[配置]
・３Ｄ金物は３Ｄ汎用操作で様々な形状の部品を作成できます。
　さらに[重量]、［溶接長]などの積算情報を登録できるので、
　積算帳票にも反映できます。

[３Ｄ表示]重量

溶接長

胴縁受け材

Ｔ型プレート

個別金物を配置

Ｔ型プレート

胴縁受け材

RC
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すけるＴＯＮ Ver4.3 Ｖ4.3追加項目 ３Ｄ金物

６－４【３Ｄ金物】帳票出力

・３Ｄ金物を配置すると集計で以下のように出力されます。

［集計書］ ［鉄骨集計表］

［見積内訳書］
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７－１【ＦＡＢ２１Link①】

・すけるＴＯＮで入力したデータの３Ｄモデルを
　Autodesk Revitで読み込んで活用できます。

１．すけるＴＯＮからモデルデータ(cbr)を出力します。

FAB21 Ver4.3 FAB21Link FAB21Link

①３Ｄ表示

②［ファイル］－［３Ｄファイル作成］

③ソリッドモデルを選択し［保存］します。
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FAB21 Ver4.3 FAB21Link FAB21Link

７－２【ＦＡＢ２１Link②】

２．変換したソリッドモデル（cbr）をFAB21Linkを使用し、
　Revitに取込みます。

［Revit画面］ ［インポート完了後］(Revit画面）
①［FAB２１Link］-［ソリッドインポート］を選択

※［ＲＣ柱］対応しました。
③生成するモデル項目にチェック

②cbrファイルを選択

④［ＯＫ］を押します。
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８－１【ＩＦＣ押し出し対応】

・ＩＦＣ変換する際に、押し出し出力できるようになりました。
［Revitのプロパティ画面］

すけるＴＯＮ Ver4.3 Ｖ4.3追加項目 その他

IFC押し出し出力

※Tekla用に出力する場合にチェックします。
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すけるＴＯＮ Ver4.3 Ｖ4.3追加項目 その他

８－２【ST-Bridge取込みでＲＣ柱に対応しました】
・［工事一覧ユーティリティ］－［データ取込み・書出し］
ST-Bridgeとは、日本国内の建築構造分野での情報交換の
標準フォーマットです。
現状は構造計算ソフトの結果を取り込んだり、他社鉄骨ソフト
間でのやり取りによく使用されています。

［ＲＣ柱取込みに対応］
・ＲＣ柱取込
・ＲＣ塞ぎ板厚
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９－１【電卓入力の値を設定バーに転送、履歴表示】

すけるＴＯＮ Ver4.3 小技集 小技集

・電卓で計算した値が［ＯＫ］を押すと、設定
バーの設定値に反映されます。

値が反映されます。

・『履歴』ボタンを押すと、［ＯＫ］を押し
たときの値の履歴を確認できます。
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すけるＴＯＮ Ver4.3 小技集 小技集

９－２【３Ｄ表示　２次元⇔３次元　間で表示移動】　

・配置入力画面上で部材をダブルクリックすると、３Ｄ表示画面上
　で拡大表示され、同様に３Ｄ表示画面上で、部材をダブルクリック
　すると配置入力画面上で拡大表示されます。

※［基本データ入力］－［ファイル］－［入力設定］－［マウス/キーボード］－［ダブルクリック］
　　で表示移動をするか否か設定の切り替えが可能です。
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すけるＴＯＮ Ver4.3 小技集 小技集

９－３【３Ｄ表示　３Ｄリアルタイム】　 ９－４【３Ｄ表示　表示更新】
 

・３Ｄリアルタイム表示する／しないの制御を行います。 ・３Ｄリアルタイム表示をしない場合に、３Ｄ表示を最新
　に更新したいときに使用します。

梁を配置
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すけるＴＯＮ Ver4.3 小技集 小技集

９－５【３Ｄ表示　画面分割】　

・１画面で、配置入力画面と３Ｄ表示画面を分割します。

配置入力画面３Ｄ表示画面
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すけるＴＯＮ Ver4.3 小技集 小技集

９－６【ダイヤの位置を確認しながら胴縁配置】 ［基本データ入力］－［配置入力］

・［詳細設計]－[実寸胴縁/３Ｄ仕口]－[配置入力]－[胴縁］

　

［実寸胴縁/３Ｄ表示］－［配置入力］

ダイヤを表示します
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すけるＴＯＮ Ver4.3 小技集 小技集

９－７【マウス右クリックで梁、間柱の非分断入力、重複入力】 ［間柱の場合］

・以下のコマンドで終点を右クリックすると、非分断入力、
　重複入力になります。
コマンド：［梁］－［配置］－［始終配置］
コマンド：［柱］－［配置］－［始終配置］

[小梁の場合]

通常入力

非分断入力

通常入力非分断入力

分断される

分断されない

分断される

分断されない
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すけるＴＯＮ Ver4.3 小技集 小技集

９－８【部材を重複に配置してる時の削除方法】

・削除する時、shift＋右クリック　で重なってる部材
　を選択できます。

shift＋右クリック
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すけるＴＯＮ Ver4.3 小技集 小技集

９－９【ＣＡＤの２重起動】 ［例］
［A物件の共通仕様］ ［B物件の共通仕様］

・専用ＣＡＤを２重で立ち上げることで、２画面で異なる物件 ＣＡＤ１ ＣＡＤ２
　の仕様を照らし合せたり、配置画面、と帳票、作図などを
　同時に見ながら確認できます。

※ＣＡＤが立ち上がっている状態で、再びＣＡＤのアイコンを
　指示すると以下の画面が出てきます。

注意：同じ物件を２重起動している場合は最後に保存したものが
　　　優先されます。

例えば、２重起動してＣＡＤ１で配置の作業を進めていたとき、
先にＣＡＤ１を閉じて作業を進めていないＣＡＤ２で保存を
すると、ＣＡＤ１で作業していたのもがなくなってしまいます。

［はい］を押すと、もう１つ
ＣＡＤが起動します。

両物件の仕様を比較

その他、［メンテナンス］と物件の仕様を比較するなど
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すけるＴＯＮ Ver4.3 小技集 小技集

９－１０【ダミー階】 ９－１１【ダミー通り】

・ダミー階の役割 ・ダミー通りの役割
１．柱の階配置する際にダミー階で柱を止めるか否か設定 １．伏図上の通り名の表示、非表示が出来ます。
　　できます。 ・［作図仕様］－［伏図］－［表現］－［ダミー通名］
・［共通仕様]－[入力条件]－[伏図配置]－[ダミー階柱頭止め]

２．軸組図上の階名の表示、非表示ができます。
・［作図仕様］－［軸組図］－［表現］－［ダミー階通り名］ 表示 非表示

表示 非表示
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すけるＴＯＮ Ver4.3 小技集 小技集

９－１２【右クリックコピーで入力値変更】
［例］［梁］－［移動］－［水平移動］の場合

・右クリックコピーの際に表示されている設定バーの
　入力値を変更できます。

①２００の値で［水平移動］を行う。

②設定値を１００に変更し、他の梁を右クリックします。

設定値を変更し、右クリックコピー

水平移動で１００移動します。
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１０－１【配置入力画面で作図】
［伏図］：開いてる階の伏図が表示されます。

・配置入力画面で図面を確認できます。

コマンド：［配置入力］－［ツール］－［作図］
［軸断面](伏図入力時)：クリックした部材又は、通りの軸図図が

    表示されます

［継手リスト］：継手リストが表示されます。

［部材リスト］：部材リストが表示されます。

すけるＴＯＮ Ver4.3 よくある質問 よくある質問
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すけるＴＯＮ Ver4.3 よくある質問 よくある質問

１０－２【個別でガセット継手の変更】

・梁の端部をクリックし、継手名を入力すると
　ガセットを変更できます。

コマンド：［梁］－［継手］－［小梁継手］

①梁端部をクリック

②[１‐別ガセット]を選択 ③継手名を入力
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すけるＴＯＮ Ver4.3 よくある質問 よくある質問

１０－３【小梁の端部を個別で剛接に変更】

・配置している小梁の端部を剛接に変更します。
［設定前］

コマンド：［梁］－［端部］－［梁ピン端剛接］

［設定後］

※設定後は梁端部に丸の

印が付きます。

①梁端部をクリック
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すけるＴＯＮ Ver4.3 よくある質問 よくある質問

１０－４【梁の端部のスカ―ラップを個別で変更】

・梁の端部を指示し、個別でスカ―ラップを変更できます。
コマンド：［梁］－［端部］－［スカ―ラップ］

①梁端部をクリック

②スカ―ラップの種類を選択します。
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すけるＴＯＮ Ver4.3 よくある質問 よくある質問

１０－５【耐風梁の配置方法】

コマンド：[梁]－[配置]－[距離配置] ［耐風梁の配置後］

①リスト選択画面より梁を選択します。

②取付ける柱の柱脚側又は、柱頭側を指示します。

③設定バーに柱端部からの配置距離を入力します。

④もう一方の取付ける柱を指示します。

※[梁]－[姿勢/取合]－[横使い]で梁を指示すると半回転する
 ことが出来ます。

①クリック

③クリック

②階からの配置距離を入力
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すけるＴＯＮ Ver4.3 よくある質問 よくある質問

１０－６【間柱の中間支持継手】 手順２：［配置入力］－［柱］－［継手/端部］－［中間継手］

・間柱の中間にガセットを設定します。

手順１：［リスト入力］－［柱リスト］－［中間支持継手］

[軸組図]

間柱の柱頭、柱脚のガセットと同様に
［名称］を入力し、［継手リスト］でガセットを登録します。

①柱をクリック

②梁をクリック
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すけるＴＯＮ Ver4.3 よくある質問 よくある質問

１０－７【母屋、根太、胴縁の工区分け】
［設定前］

・母屋、根太、胴縁の工区分けを行います。

コマンド：［母屋］－［合番］－［仕分名称］

［設定後］

・ここからは、通常の工区手順で［選択画面］－［工区指定無し］
　の項目より、チェックを入れるか否かで出力します。

①仕分名を入力します。

②材をクリック、又は２点で囲みます。

仕分名が表示されます。

チェックを入れる ： 出力されます
チェックを外す ： 出力されません
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